
第２回勉強会開催のご案内	 
	 

 このたび「尾道の将来を考える会」では、第２回勉強会を下記日程で開催いたします。
本会では、コーディネーターと三名のパネリストにより、「設計者・増田友也、そして尾
道市庁舎と尾道市公会堂の建築的意義・社会的価値を、専門的かつ多角的に考え学ぶ」シ
ンポジウムです。新しい尾道市庁舎を考える上で、歴史を生かした建築は可能か、その検
討を深める勉強会です。多くの市民、行政、市議会議員、報道関係者の方々にご参加いた
だければ幸いでございます。 
 

記	 
	 

 
 

− 歴史を生かした建築は尾道でどのように可能か −」 
 

シンポジウム「尾道市役所本館・公会堂と設計者増田友也の建築的価値」 

 
パネリスト	 	 松隈 洋：京都工芸繊維大学教授 

   松本静夫：建築史家 

   岡河 貢：広島大学大学院准教授 

コーディネーター 末永 航：広島女学院大学教授 

司   会  西河哲也：東京工業大学非常勤講師 
 

日 時：平成２６年３月１６日（日）午後３時～４時３０分（予定） 

会 場：尾道商業会議所 ２階 議場（土堂本通り／尾道市土堂１-８-８） 

参加費：無料（事前の参加登録の必要はございません。） 

 

＊シンポジウムに先立ち、同日、日本建築学会中国支部歴史意匠委員会の主催により、 

 尾道の街並みと、市庁舎、及び、公会堂の見学会が開催される。 

 

      平成２６年３月５日 

            尾道の将来を考える会 

    末永 航（尾道市久保在住） 
    岡河 貢（尾道市向島町在住） 

     西河哲也（尾道市瀬戸田町在住） 

       
     お問い合わせは 尾道の将来を考える会 onomichifuture(at)gmail.com 
             （※メール送信時には(at)を@に置き換えてください） 

             または 090-9419-7881西河まで 
 

尾道の将来を考える会 http://onomichifuture.jp 

テーマ「新しい尾道市庁舎を考える	 


